
　三角形 ABC の外心 ( 外接円の中心 ) O が三角形の内部にあるとし ,  

 ,   ,    は

 OA+ OB+ OC=0 

を満たす正の数であるとする。また ,  直線 OA ,  OB ,  OC  がそれぞれ

辺 BC ,  CA ,  AB と交わる点を A - ,  B- ,  C -  とする。

　三角形 A -B -C-  の外心が O に一致すれば ,  ==  であることを

示せ。
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